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産業集積の論理 ～一産業都市の産業集積を中心に～
Logic of Industrial Agglomeration: A Case of Industrial Agglomeration in
one industrial city
Our claim is that the present deterioration in economic performance results from the limits of the model of
industrial development that is founded on mass production: the use of special-purpose (product-specific)machine
and of semiskilled workers to produce standardized goods.
Our aim here is to show the alternative solution instead of mass production. We focus on the industrial
development history in Hamamatsu district. The characteristics of industrial spaces in Hamamatsu is self-
imposed development. Industrial development in Hamamatsu was supported by craft production. Its founda-
はじめに
　近年、経済のグローバル化の進展とともに、
国民経済の枠組みが大きく変わろうとしてき
ている。このような変化の中で、あらためて
地域経済論が注目されてきている。その背景
には①経済のグローバル化による国民経済の
地位の相対的低下と地域への関心、②グロー
バリズムに対する対抗原理としての「経済の
ローカル化」といったものがあろう。
　この小論では、近年における産業集積論で
の議論をふまえつつ（1）、一地方工業都市＝浜
松地域における産業集積の本質は何かを探る
ことを課題としたい。その意図は、時流にあ
わせた地域間の市場競争主義ではなく、自立
と水平的ネットワークによる地域空間を形成
する諸条件を模索するためである。
　浜松地域（2）の産業は「内発型工業化」とし
ての特徴をもっている。この小論での課題は、
何故一地方都市において、「内発型発展」を成
し遂げることができたのかを検証することで
ある。その原因を探ることによって産業集積
の意味を考えたい。
1．産業集積諸理論の検討
　A.J.スコットの「新産業空間論」
　スコットの産業集積論の特徴は垂直的分割
のダイナミズムに取引コストを介在させて産
業集積論を導くところにある。スコットが言
う垂直的分割とは複数の産業組織に労働過程
が分割されることで、以下の条件の下で生じ
る。
　その条件とは①消費者のニーズが多様化し
ており、製品サイクルが短く、市場が不安定
で不確実な場合、②相互に関連する生産工程
の最適規模の差が大きい場合、③外部的な取
引関係に市場の失敗が存在しない場合、④分
断化された労働市場が存在する場合、⑤地理
的集積が存在する場合（3）、と捉えている。
　また、垂直的分割による社会的分業の深化
は外部との取引コストに大きく影響を受ける
ことになる。この取引コストは①単位取引当
たりのコストがフローの大きさに逆相関にあ
る、②取引コストは生産物の形状、重量、腐
敗性などの物的多様性に影響を受ける、③取
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引が時間的、空間的に不安定な場合は取引コ
ストを上昇させる、④取引が対面接触の場合
は旅費等のコストがかかる、⑤取引が広範囲
の場合は資本の回転速度を遅らせ、コストの
増加につながる（4）、といった特徴を持つので
ある。以上の理由からスコットは、取引コス
トを削減する方法として産業集積が地域的に
集中すると捉えた。
　スコットの「新産業空間論」の特徴はレギュ
ラシオン理論のポスト・フォーディズムにピ
オリ、セーブルのFlexible Specialization
（柔軟な専門化）概念（5）を接合したところに
ある。ポスト・フォーディズムでは、大量生
産＝大量消費とは異なり、消費者ニーズが多
様化、分断化し、市場の不安定性、不確実性
が増すことから、企業間取引が複雑化し取引
コストが増加する。したがって、この取引コ
ストを削減するために企業は地域的に集積す
る傾向になると云うのである。
　しかし、スコットの「新産業空間論」には
幾つかの難点がある。第一に、スコットの取
引コストは、結局のところ距離の関数で説明
することができるし、輸送費に還元できる。本
来の取引コストは時間的、空間的制約だけで
なく価格変動の影響も受ける。また、交通・通
信コストであれば、これらの技術的発達やイ
ンフラ整備によってコストを削減できる。
　第二に、垂直的分割という外部化の過程を
地域集積に結びつけるロジックに対する疑問
である。スコットは地域集積を取引コストの
削減の結果と見なすが、集積は取引コストだ
けでなく、総コストや様々な要因（歴史的、自
然的、人的など）が介在する。第三にスコッ
トが想定する企業は中小企業であり、そう
いった企業の「柔軟な専門化」を前提にして
いる。しかし、現実的には産業集積において
大企業の果たす役割は大きく、その存在を無
視しては地域的集積を論じることはできない。
A.マークセンのプロフィット・サイクル・
モデル
　スコットの取引費用を最小化するための地
域的集積にたいし、マークセンは寡占的大企
業のライフサイクルをモデル化し、その視点
から地域集積を捉えるところに、彼の独自性
がある。
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　マークセンのプロフィット・サイクル・モ
デル（以下PCMと略称）には五つの段階があ
り、それに伴って産業集積も五段階にわかれ
る。
　第一段階は寡占企業の利潤がゼロで、立地
の特徴は規模拡大の段階である。初期の立地
は発明者や技術革新者のいる地点で決まり、
一度大量生産が始まると、最初の地点に企業
が集中する傾向がある。
　第二段階は、超過利潤が発生し、諸企業の
空間的集積が見られる段階である。超過利潤
の発生する時期は、技術者、情報、下請けに
対する需要が強く、最初の地点に関連企業や
労働力を集中させる。
　第三段階は、正常利潤が定着する段階で、立
地が分散する時期でもある。市場への自由参
入は市場の飽和状態を発生させ、企業間競争
の激化に伴い企業数が減少するとともに、一
企業の規模が拡大する時期でもある（市場占
有率の維持が目標となる）。一般的に、市場指
向立地が強まり、企業立地は分散化傾向が見
られる。
　第四段階は、正常利潤を得られる企業とそ
うでない企業に分離し、企業の再配置が起こ
る。市場飽和段階で、成功した企業は利潤を
増大する場合と圧縮する場合とがある。
　第五段階は、利潤が負になり、生産設備を
スクラップしだす時期である。工場は安価に
生産できる地域に移転し、逆に小企業は個人
的利害を重視し、既存の地域に執着する（6）。
 　マークセンのPCMは、基本的に寡占企業
の立地パターンを、時系列の変化の中で捉え
たものである。従来の静態的な産業集積論に
たいし、寡占企業の栄枯盛衰を軸に産業地域
の変化を動態的に展開したところに特徴があ
る。しかし、このPCMには幾つかの問題点が
ある。（1）ある段階から次の段階への移行過
程の中で、技術革新なのか、利潤なのか、市
場獲得なのか、変化を起こす要因が不明確で
ある。（2）寡占企業のプロフィット・サイク
ルと産業集積の変化の対応関係が、必ずしも
論理的に結びついていない。（3）このPCM
を用いて産業サイクルを説明する一般的モデ
ルにすることには無理がある。
E.シャンプの動態的集積の利益　
　シャンプによれば、産業集積を説明する方法
として①静態的集積の利益、②動態的集積の利
益に着目する二つの方法があると指摘する。
「静態的集積の利益」とは取引コストや輸送費
用などの削減に注目する方法であるのに対し、
「動態的集積の利益」は個々の企業の「イノ
ベーション能力」に着目する。つまり、多くの
企業が空間的に接近していることによって企業
相互間の市場取引や非市場的相互作用によるイ
ノベーション能力の獲得し易さに注目するので
ある（7）。イノベーションを生み出すためには、
それに必要な知識の吸収が必要である。この吸
収過程は、たえざる学習を通じて吸収され、こ
れによりイノベーション能力が形成されてく
る。この過程こそが動態的なのである。動態的
過程を通じてコード化された知識や情報だけで
なく、長い経験に裏付けされた職人的技能やヒ
トの五感に頼らざるを得ない微妙な差異などが
伝達していく（8）。シャンプによれば、低コス
トや低価格にだけ依拠するのは伝統的な産業集
積地域であり、新しい産業集積地域では知識
（knowledge）と能力（competence）の獲
得こそが重要であり、それが容易にできる産業
地域こそが集積の利益をえられる地域となる。
　シャンプは知識と能力を区別し、能力とは
生産物を改善したり開発したりする能力
（R&D能力）、生産工程を統御する能力、顧客
への販売を組織する能力の三つに分類する。
シャンプは、この三つの能力を獲得する道筋
を次のように展開する。R&D能力は取引関係
にある企業間の相互学習の中から生まれるた
め、顧客への販売を組織する能力とR&D能力
とは密接に関連しあっている。また、生産工
程に関わる能力はR&D能力と直接関連して
いると同時に仕事に従事している労働者の職
業教育と経験による習得が生産工程の向上に
重要な役割を果たす。三つの能力の獲得と地
域との関連は一義的ではないが、三つの能力
を高める契機が地域の中に存在している場合
に、シャンプは動態的集積の利益が発揮され
ると考えている。
　シャンプの集積論は、従来の経済的視点に
だけ焦点を当てたものとは異なり、「非市場的
相互作用」や「暗黙知」に着目したところに
特徴があるものの、そもそも、何故産業集積
tion was the idea that machines and processes could augment the craftsman's skill, allowing the workers to
embody his or her knowledge in ever more varied products: the more flexible the machine, the more widely
applicable the process, the more it expanded the craftsman's capacity for productive expression.
It is the case of industrial development in Hamamatsu, we think, that is most likely to catalyze Japanese
efforts to rebuild the economy on the model of self-imposed development for the idea of an economy of craft
communities — some organized in large corporations; many regionally based — speaks to the Japanese tra-
dition of localism.
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産業集積の論理 ～一産業都市の産業集積を中心に～
が形成されるのかが論理的に解明されていな
い。産業集積の形成と「動態的集積の利益」の
関係が不明瞭であると同時に「動態的集積の
利益」という概念そのものが曖昧である。
　M.ポーターの産業クラスター論
　ポーターの基本的スタンスは、「逆説的では
あるが、グローバル経済において最も持続性
のある競争優位は、ローカルな要因から得ら
れる場合が多い」（9）と言う表現に端的に現れ
ている。ポーターは国に対する地域の優位性
を「産業クラスター」概念を軸にして展開す
る。産業クラスターとは「ある特定分野に属
し、相互に関連した、企業と機関からなる地
理的に接近した集団である」と基本的に規定
し、以下の条件が満たされることでクラス
ターが形成されるとしている。（1）企業と機
関は共通性や補完性によって結ばれているこ
と。（2）クラスターの地理的広がりは、一都
市の小さなものから、国全体、あるいは隣接
数カ国のネットワークにまで及ぶ場合もある。
（3）クラスターの構成要素は最終製品あるい
はサービスを生み出す企業、専門的な投入資
源・部品・機器・サービスの供給者、金融機
関、関連産業に属する企業、下流産業（流通
チャンネルや顧客）、支援する大学や政府など
である。ポーターが注目したことは、多数の
企業や機関が相互に作用しあうことによって
部分の総和より大きいメリット作り出す点に
ある。そのメリットは①クラスターを構成す
る企業や産業の生産性を向上させ、②個々の
企業のイノベーション能力を強化し、③クラ
スターを拡大する新規事業の形成を刺激する
点にある。
　この産業クラスター論は「ダイヤモンド理
論」を前提に成立している。ポーターのダイ
ヤモンド理論とは①要素条件、②需要条件、③
関連・支援産業、④諸企業の活動によって織
りなされる競争パターンの四要素の相互関係
によって成立するものと捉えている。
　図1が示すように、ダイヤモンド理論とは
四つの要因の相乗効果を意味しており、ある
要因の効果は他の要因へ影響を与える。例え
ば、需要条件が整っていても、企業戦略がそ
れに対応していなければ競争優位には結びつ
かない。つまり、①ある産業に必要な熟練労
働力やインフラ整備といった要素条件、②製
品やサービスに対する需要の性質といった需
要条件、③ある産業の関連産業や支援産業の
有無、④企業の戦略やライバル間競争の性質、
といった四つの要素の相互作用とそれから生
まれる相乗効果によって競争力の優位性が証
明される。
　ポーターの産業クラスター論を産業集積論
のレベルからみると、要素条件や需要条件と
いった外部条件を、あまりにも重視しすぎる
図 1 立地の競争優位の源泉（ダイヤモンド）
（出所）ポーター（1999）83頁
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傾向があるものの、一定の評価を与えること
はできる。何故なら、従来の産業集積論の中
心的な関心が、コストの引き下げ効果にだけ
向けられていたからである。
2．産業空間共有の意味
A.マーシャルの外部経済
アルフレッド・マーシャルは産業の地域的
集中の持つ経済効果に最初に注目した経済学
者である。彼は、この効果を表す概念として
「外部経済（external economies）」を作り
上げた。外部経済として、マーシャルは①特
殊技能労働者の市場の形成、②補助産業の発
生、③情報伝達の容易さによる技術の波及、の
三点を指摘した（10）。しかし、マーシャルの指
摘は、何故地域的に産業集積が形成されるの
かの問いに対する答えにはなっていない。産
業集積の結果として、集積内の企業は熟練労
働力、補助産業、知識の蓄積といった外部経
済を内部化できる。つまり、マーシャルが云
う外部経済性とは産業集積の原因ではなく結
果にすぎない。また、熟練労働者の技能や知
識は、シャンプも指摘するように市場交換だ
けで流通するわけではない。非市場的相互作
用を通して流通する知識やノウハウがある。
したがって、マーシャルの云う外部経済が、よ
り経済効果を高めるためには「空間」（11）その
ものに意味を見出す必要がある。
産業の意味場としての空間
　空間の問題圏にいち早く着目したのがH.ル
フェーブルである。彼は『空間の生産』にお
いて「これまで提起されたことのなかった問
いを提起しなければならない。社会諸関係の
存在様式とは正確には何であるのか。それは
実体的なものか。自然的なものか。それとも
形式的な抽象であるか。空間の研究によって
それに答えることができる。社会的生産諸関
係は社会的存在を持つ。それは社会的生産諸
関係が空間的存在を持つからである。社会的
生産諸関係は自らを空間に投影し、空間を生
産しつつ自らをそこに刻み込む。」（12）と述べ
ている。
　資本蓄積は、社会空間を労働・生産・流通・
分配・消費の空間として、機能的に分割し、過
程的に統一することによって遂行される。し
たがって、産業都市は企業間分業や企業内分
業の展開する場として編成され、また企業の
生産過程を編成する個別過程を外部化したり、
逆に内部化したりして産業空間を生産する。
産業空間は、製造業からオフィス・サービス
機能に至る産業的土地利用を凝縮した空間と
なり、分業連関のネットワークを形成する。こ
の産業空間では、単にモノ（完成品、部品、原
料、生産設備など）が効率よく移動するだけ
でなく、生産活動のために必要な情報、技術、
知識、ノウハウも移動する。
空間共有の経済性
　従来の産業集積論では、空間はせいぜい物
理的空間としてしか見ていなかった。した
がって、空間はすべて「距離」に還元され、輸
送費用や取引費用として集積論の中で位置づ
けられていた。
　そもそもヒトやモノや情報は、時間や費用
をかけて何故移動するのか。それは空間を共
有するためである。生産活動であれ、消費活
動であれ経済活動は空間の共有によって成り
立っている。情報も空間を共有しなければ伝
達しないものもある。例えば、ヒトの五感に
頼らざるを得ない微妙な差異（金型のカーブ、
テキスタイルの発色や肌触り、工作機械の微
妙なノイズや熱など）、また、フェイス・トゥ・
フェイスによってしか伝わらない微妙なニュ
アンス、このような情報はコード化された知
識では伝わらず、まさに空間の共有によって
のみ伝達するからである。
　モノの差異の構造を知るためには反復して
学習しなければならないし、実際に現物や現
場を媒介として差異に常に触れなければなら
ない。したがって、熟練労働やクラフト的生
産が産業集積や産地を形成するのは、モノの
差異を共有できる空間が前提になっているか
らに他ならない。
　次に、信用取引について考えてみる。これ
は、経済学で云う「情報の非対称性」の問題
である。ウイリアムソンに従えば、取引費用
が発生するのは、次のような理由からである。
（1）人間の制約された合理性、つまり情報を
誤りなく受け取って選択して処理し、それを
表現するといった人間の言語能力には限界が
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
37   静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.3　2002
産業集積の論理 ～一産業都市の産業集積を中心に～
ある。（2）取引当事者の間に情報の非対称性
や不確実性がある（13）。このために情報の費用
や交渉の費用、モニターする費用が必要に
なってくる。したがって、日頃からフェイス・
トゥ・フェイスの取引や交渉をおこなってい
れば、空間の共有を通した、意味の場の共有
によって、取引に伴う情報の非対称性を削減
することができるのである。なぜなら、信用
は空間の共有によって醸成されるからである。
3．内発型工業都市と産業集積
～浜松地域の事例
　内発型発展とは
　浜松は明治以降一貫して工業が発達し、ま
さに「産業都市・浜松」として成長してきた。
しかも、発達した工業は単一ではなく複数の
工業が併存し、時間的、空間的に重なり合っ
て発展してきた。具体的には、繊維工業、木
材木製品工業、楽器工業、繊維機械工業、木
工機械工業、工作機械工業、刃物工業、電気
機械工業、自動車工業などの産業が次々に誕
生し、相互に関連しあいながら複合型の産業
都市を形成してきた。
　浜松の産業の特徴を「内発型工業都市」と
位置づけることができる。ここで言う「内発
型」とは、以下の特徴を有している。①地域
内で産出された諸資源を基礎にして産業化が
起こったこと。②既存の工業が時代の変化と
ともに新たな工業を生み出し、継続的に発展
していること。③複数の工業が相互に関連を
持ちながら併存し、いわゆる複合型工業都市
を形成している。
　第一に、地域内資源の利用であるが、この
地域で産出された綿と木材の利用が産業化の
基礎になっている。綿栽培は農家の副業とし
て早くから導入され、現在の浜松市の北部か
ら浜北市にかけて栽培されていた。浜松地域
において綿織物が、農家の自給品から織物業
への転換過程で重要な役割を果たしたのが織
元や問屋であった（14）。他方木材は、浜松の後
背地に民有林としては日本三大優良林業地帯
があり、スギ、ヒノキ、モミ、ツガなどが天
竜川を介して搬出され、河口部の掛塚（現竜
洋町掛塚）に集散地を成立させ、また天竜川
筋には製材業を成立させた。天竜林業と結び
ついた製材業は、やがて機械制製材業を産み、
さらには木工刃物工業→木工工作機械工業を
産みだしていった。また、木材の流通や製材
業の発達と結びついて、江戸時代から保護さ
れてきた大工職人が木工技術を蓄積し、これ
が後の織物機械工業や楽器産業を生み出して
いった。
　第二に、浜松地域産業の特徴の一つとして
あげられる「時代の変化に対応しつつ継続的
に発展する」という側面は、以下の事例によっ
て証明できる。これには二つの流れがあり、一
つは綿を基礎にした繊維産業の流れと、木材
を基礎にした木工技術の流れがある。繊維産
業の流れは、綿栽培→織布業→紡績工業→染
色・整理業→織機工業→工作機械工業→軍需
工業→輸送用機械工業といった流れで、今日
まで継続的に発展している。他方木工技術の
流れは、木材→製材業→木工刃物工業→木工
工作機械工業の流れと、木工技術→楽器工業
→軍需工業→二輪車工業→スポーツ用品、船
舶、船外機、雪上車、産業ロボットといった
流れである。いずれも、時代の変化に対応し
つつ、衰退産業から成長産業への転身を図り、
継続的に発展しているところに特徴がある。
産業のライフサイクル論によれば「一つの産
業が栄えている期間はたかだか30年」とい
われているが、浜松地域の産業発展の特徴は
転身や脱本業化を図りながらも、時代の変化
にフレキシブルに対応しつつ、100年以上も
継続的に発展しているところにある。
　第三に、浜松産業の特徴は、企業城下町と
は異なり、複数の産業が通時的にも、共時的
にも重なり、相互に関連しあいながら、また
相互に競争しあいながら発展しているところ
にある。このような複合型の工業地域が形成
される理由には、長い間蓄積されてきた生産
技術がベースになって、そこからさまざまな
産業が生み出されるという共通性がある。そ
れは木工技術、木型技術、鋳物技術である。こ
の三つの生産技術が共通基盤となって楽器産
業、繊維機械工業、輸送用機械工業、木工工
作機械工業などを次々に生み出している。つ
まり、これら三つの生産技術がベースになっ
て複合型の産業が形成されてきたのである。
　この複合型の産業は多数の中小企業や下請
企業の経営基盤の強化を図っていると同時に、
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次の産業を生み出す土壌ともなっている。中
小メーカーが特定の部品製造に特化するので
はなく、複数の製品を製造する。そのためあ
る産業が衰退しても生き残ることができるし、
また部品製造から生まれる余剰を自社ブラン
ドの製品開発につぎ込むことができる。この
ことが次の成長産業を作り出すインキュベー
タの役割を演じることになる。
産業空間の社会・文化的背景
　次に、内発型工業都市として発展してきた
浜松の産業空間の社会的・文化的側面を検討
してみよう。浜松の産業空間の特質として①
自然条件、②豪農・豪商の資本蓄積、③精神
風土、④情報・ヒトの流入などがあげられる。
　浜松地域の産業空間の特質を、明治期の産
業化の過程を通して浮き彫りにしてみよう。
第一に浜松の自然的条件は、農業の基幹作物
である稲作にとっては決して良好なものでは
なかった。この地域は南が遠州灘に面し、東
を天竜川、西を三方原台地、北を引佐山地に
囲まれた、非常に狭い地域からなっている。し
かも天竜川は度々氾濫し稲作に大きな被害を
与え、西の三方原台地は不毛の台地であった
（15）。このため水田化率（明治期では40%台）
も低く、大地主―小作農への分解は進まず、中
小の在村地主＝豪農（16）が多く存在していた。
したがって、早くから農家の副業化が図られ、
それらが綿栽培や織布業であり、明治以降で
は茶業の導入・拡大であった。このような低
い稲作生産力が、逆に工業化の原動力になっ
ていったのである。
　第二に、浜松地域の産業化において大きな
役割を演じたのが、前述の豪農と宿場町のな
かで育成されてきた豪商の存在である。この
地域の産業化に貢献した豪農出身者には二つ
の人脈があり、一つが岡田良一郎（17）→竹山
謙三（18）を中心とする報徳結社の系統で、も
う一つが金原明善（19）を中心とした系統であ
る。岡田良一郎の報徳思想は資本の蓄積を促
進させ、多数の金融機関を設立する契機を醸
成していった。また、蓄積された資本は事業
経営に使われ、多くの産業を起こす源泉と
なっていった。他方、金原明善は天竜川の治
水を手始めに、天竜運輸会社や動力機関によ
る製材業を設立し、製材業や木工刃物工業の
基礎を拓いたのである。
　宿場町の中で蓄積されてきた商人資本や織
布業の発達過程で蓄積されてきた問屋資本も、
産業資本として投下されていった。その好例
が日本楽器株式会社である。明治30年の株
式会社設立の際、経営に参加した豪商は中村
藤吉（田町、小間物屋・棒屋）、真淵重太郎（肴
町、酒造業）、河合徳平（肴町、紙商）、林弥
十郎（浜松駅前、運送問屋）宮本甚七（明治
31年に参加、板屋町、丸三呉服店）等である。
その他にも明治中期から後期にかけて設立さ
れた日本形染株式会社や帝国製帽株式会社
（20）においても豪商や豪農の地場資本が投入
されている。
　第三に、産業化を引き起こす精神風土であ
るが、この点で最も強調したいことは報徳思
想の影響である。商人資本や地主資本といっ
た地場資本が産業資本へ転化していく上で、
報徳思想（21）が大きな役割を演じた。報徳思
想は至誠（honesty）勤勉（diligence）分度
（economy）推譲（sacrifice）の四つの教え
（22）から成り立っている。岡田良一郎の『活法
経済論』［1879］によれば経済活動をおこな
う者は、この四法則に従わなければならない
ことを説き、また階級調和論の立場から、対
立は富める者の「推譲」と勤労者の「勤勉」の
相互作用で解決すると主張している。
　このような思想に依拠して「遠江報徳社」に
結集した豪農、豪商は小野江善六（田町、呉
服商笠井屋）、中村藤吉（田町、小間物屋棒屋）、
岡田良一郎（浜松県勧業係）、竹山梅七郎・謙
三（23）親子（下堀村地主）などであった。な
お、浜松の産業化の過程で報徳思想に注目す
る意図は、わが国の資本主義化という客観法
則と社会的行為の内面的動機づけとの関連を
強調したいがためである。つまり、資本主義
が生み出す客観的な社会的機能は、それ自身
で自立しているのではなく、人間の内面的動
機づけ―倫理的、道徳的―が必要になるか
らである。そのような意味で、この時期の報
徳思想は浜松の産業化に大きな役割を演じた
といえよう。
　第四に、浜松は東京、名古屋、大阪を結ぶ
大動脈の中間地点で、東西の新しい情報や文
化が流入しやすい地理的条件にあった。した
がって、浜松の財界人は明治政府の殖産興業
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産業集積の論理 ～一産業都市の産業集積を中心に～
政策に敏感に反応し産業化を図っていった。
その最も良い事例が「遠州紡績会社」の設立
である。この設立の中心的役割を演じた岡田
良一郎は、開港以来輸入超になっている綿糸
にたいし、明治政府が、その対策として官営
の紡績会社を設立したり紡績会社を設立する
者には機械や資金を貸与する保護育成策をと
るという情報を入手し、遠州紡績会社の設立
を提案した。しかし、遠州綿の有効利用を前
提にして設立された遠州紡績会社は開業後、
原綿を三河や大阪から輸入しなければならな
かった。何故なら、遠州地方の綿作は、明治
以降になると、その生産が停滞しており充分
に供給できなかったからである。
　また、浜松の産業発展上、特筆すべきこと
は①企業の創業者の多くが外来者であること、
②ある産業の成長期には、域内から多数の新
規参入者が登場する、といった点にある。
　城下町としての浜松は、徳川家康の後、藩
主が19家21氏に及び、交代の激しいところ
であった。藩主の交代のたびに藩士も入れ替
わり、その度に多くの人が流入し、かつ流出
していった。このような背景が自由な雰囲気
を作っていったといえよう。また、浜松の産
業化は、ごく限られた狭い地域で集中的に発
生している。そのため生産のための知識、技
術、ノウハウが地域内を伝達しやすかったと
いう背景もある。
　いずれにせよ、浜松の産業空間の特性を捉
える上で重要なことは、内発型の発展という
点にある。外部から大資本が参入できなかっ
た背景もここにある。産業の発生が綿や木材
の地域資源の活用から始まり、地域内に蓄積
されてきた生産技術や知識が共通に利用され
ていったからである。また、地場資本の産業
資本への転化も内発型発展を促進させたので
ある。
　なお、浜松の内発型発展の仕組みを図示す
れば、第2図のようになる。ここにあげた七
つの要素が、通時的にも共時的にも複雑に絡
み合いながら内発型産業空間を形成してきた
のである。
4．内発型工業都市から組立工業都市へ
の転換
内発型産業空間の意味
　浜松地域が、明治以降長期にわたって産業
都市として発展してきた理由には内発型とい
う特徴を持った産業空間が形成されてきたと
ころにある。この空間は、成立当初から地域
内資源の活用、地場資本の投下、地域内で蓄
低い稲作生産力�
図 2 内発型発展の仕組み
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積されてきた生産技術の利用を前提に形成さ
れてきた。このような特徴を持って成立した
産業空間では、意識するかしないかに関わら
ず、最初から空間の共有が前提になって産業
が生み出されてくる。その結果、マーシャル
が云う産業集積による外部経済の利用が暗黙
の前提になって発展してきたといえよう。し
かも、きわめて狭い範囲で集中的に産業化が
起きたため、シャンプが指摘する「動態的集
積の利益」を得ることができやすかった。狭
い範囲内での企業間の取引や非市場的相互作
用は、個々の企業のイノベーション能力を醸
成していった。この産業空間の中から次々に
生み出された多くの工業をみてもわかるよう
に、楽器工業、繊維機械工業、木工工作機械
工業、輸送用機械工業のいずれもが、木工技
術、木型技術、鋳物技術といった共通した生
産技術をベースにして成立しているのである。
こうした生産技術の裏付けとなっている職人
的技能やヒトの五感に頼らざるを得ない微妙
な差異は、産業空間の共有によって伝達して
いくからである。
組立工業と労働の単純化
　第二次大戦後浜松は、戦前と同様産業都市
として、さらに拡大・成長を遂げていった。し
かし、その内容は大きく異なり、主導産業は
繊維から輸送用機械へ、生産方式も画一的で
規格化された部品を組み立てていくという組
立工業へ転換していった。戦後リーディング・
インダストリーとなった輸送用機械工業、電
子楽器工業、電気機械工業は大量生産方式を
導入することによって成長していった。大量
生産方式は①熟練労働を解体し管理労働と直
接労働に分離、②直接労働は、課業の細分化
により単純化され、かつ労働者を各職務に固
定化させ、③直接労働を機械体系の一様な運
動に従属させるための専用機械やベルト・コ
ンベアーと結合し、④このような労働の機械
化や労働の科学的管理をテコに生産性を上げ
ていくという、「労働過程の変容」を伴って成
立した。このような労働過程の変容は、次の
様な背景によってもたらされる。第一に、大
量生産は「規模のメリット」を追求するため
に固定資本が巨大化してくる。そのため経営
者の自由な投資決定が保証され、労働者に侵
害されない経営権の独立が必要であった。第
二に、労働者に労働条件を改善するための直
接交渉を断念させ、付加価値の配分の方に目
を向けさせる必要があった。つまり、大量生
産とは「構想と実行の分離」によって労働者
の熟練・判断力・自立性を奪い、「作業の細分
化と単純化」によって単純な反復労働を強制
し、「組織のヒエラルキー的編成」によって命
令に基づく労働統制を行い、これらによって
高い労働生産性を実現しようと云う方式なの
である。
　このような大量生産方式の導入は、浜松の
産業集積のメリットや産業空間共有のメリッ
トを後退させていった。第一に、労働を単純
化し、熟練を解体したため地域内で蓄積され
てきた生産技術や知識の共有の意味が低下し
た。と同時に、労働が部分化、単純化された
ため仕事の根本を流れる原理をつかみ、多様
な注文に応じて仕事の流れや組み方、工具を
工夫するといった能力（24）が消滅していった。
第二に、規格化された部品を組み立てるとい
う方式は、地域内分業関係を垂直的に編成す
るするため、多くの中小企業がヒエラルキー
的に組織化されていった。同時に、特定の部
品生産に特化された中小企業は、画一的で均
質な部品の製造だけに特化させられたためイ
ノベーション能力や新製品の開発能力を失っ
ていった。第三に、産業空間共有のメリット
が後退し、産業立地は分散化し、海外移転も
おこなわれるようになっていった。第四に、大
量生産方式は労働の熟練度という質的差異を
後退させ、賃金という量的差異に労働を還元
したため、生産技術の海外移転を容易にさせ
る結果を生みだした。特に、80年代の円高以
降、組立工業が海外生産の比率を高めるのは
必然的現象である。
　現在、浜松の産業発展が大きな曲がり角に
直面している。その原因は大量生産方式の導
入によって、産業空間共有のメリットを解体
したからに他ならない。
結びに代えて
　産業空間とは、H.ルフェーブルが指摘する
社会的空間の一つであり、社会的生産諸関係
が空間化されたものである。産業空間は価値
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産業集積の論理 ～一産業都市の産業集積を中心に～
増殖の契機として編み上げられ、生産諸関係
を空間的に編成することによって資本蓄積が
遂行される。そのため産業空間の成立は、他
ならぬ資本蓄積の制御調整様式にとって必要
不可欠な条件をなしている。
　浜松の産業空間は内発的な特性を持った空
間として歴史的に形成されてきた。地場資源
の活用、地場資本の投下そして生産技術の蓄
積によって醸成された内発的産業空間は資本
蓄積にとって大きなメリットがあったのであ
る。しかし、戦後の大量生産方式の導入は、浜
松の内発型産業空間のメリット、空間共有の
メリットを後退させ、企業内・企業間の分業
関係を外延的に拡大＝分散化していった。こ
れが、今日浜松地域の産業発展に赤信号を灯
している最大の原因と云っても過言ではない。
　浜松の事例は、スコットの云う「新産業空
間論」とは異なった方向へ進んだことを示し
ている。スコットによれば、大量生産＝大量
消費の終焉とともに、消費者ニーズが多様化
し、それに伴って製品サイクルが短縮する。そ
のため従来型の大量生産ライン生産に依拠し
た生産方法では対応不能になり、それに代
わって、生産は専門的な部分工程に専従する
中小企業のネットワーク的結合に担われるこ
とになる。このようにフレキシブルな専門化
の進展によって産業集積が進んでいる地域を
スコットは新産業空間と呼んだのである。
　浜松は、戦後組立工業都市として成長して
きた。しかし、この組立工業をリードしてき
たのは一握りの寡占的大企業であった。これ
らの企業は生産工程の分業化による組立ライ
ンと中間部品の拡延を結合させることによっ
て成長してきた。このような生産方法は、多
数の中小部品メーカーの組織化を前提にする
ため、浜松の産業構造は少数の大企業と多数
の中小下請企業に分解され、統合されると云
う求心的構造に変質したのである。
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はなかった。詳しくは、浜松市編『浜松市史・新編史
料編二』を参照。
（16）中小地主の所有面積は40町歩以下で、3町以下の小
規模地主は全体の5割に達している。また、反当たり
収量は1.17石（明治29年）にすぎなかった。詳し
くは、海野福寿、加藤隆編『殖産興業と報徳運動』
1978年、東洋経済、pp.30～33
（17）岡田良一郎は幕末遠州報徳主義の指導者岡田佐平治の
長子で、現在の掛川市倉真の生まれで、二宮尊徳門下
四大人（富田高慶、斉藤高行、福住正兄）と称された。
岡田が浜松の産業化と関わるのは浜松県勧業係に任官
され、資産金貸付所や遠州紡績会社の設立に努力した
ところから始まる。
（18）竹山謙三は下堀村の豪農・竹山梅七郎の長男として生
まれ、当地域では銀行家として有名である。彼が関
わった銀行は資産銀行（資産金貸付所）、市野銀行、笠
井銀行、第二十八国立銀行、浜松貯蓄銀行などで、い
ずれも最終的には静岡銀行に統合されて行く。竹山謙
三が銀行を起こしたり、遠州紡績会社の設立に参加し
たのは岡田良一郎が謙三の姉婿であったということだ
けでなく、彼の報徳思想に大きな影響を受けたからに
他ならない。
（19）金原明善は安間村の酒屋・質屋の長男として生まれ、
天竜川の治水に生涯をかけ、治河協力社を設立した。
（20）日本形染株式会社と帝国製帽株式会社の沿革に付いて
は浜松市編『浜松市史・新編資料編二』600頁と612
頁を参照のこと。また、『日本形染100年史』、『テー
ボー101年史』を参照のこと。
（21）報徳思想については奈良本辰也著『二宮尊徳』岩波新
書［1959］、守田志郎著『二宮尊徳』朝日新聞社
［1989］、海野福寿他編『殖産興業と報徳運動』東洋
経済［1978］に詳しい。
（22）「至誠」とは「如何なる者も誠を欠いては成功しない」
という教え。「勤勉」とは「労働の重要性」を説いた
教え。「分度」とは「自分の分限や収入に応じて支出
に一定の限度を設け、その範囲で生活し余裕を残す」
こと。「推譲」とは「今日の余裕を明日のために、自
己の余裕を他人のために蓄積し役立てる」ことを意味
する。
（23）竹山謙三は報徳思想の影響を強く受けた実業家の一人
である。彼が著した「謙三翁理財意見書」に良く表れ
ている。詳しくは竹山恭二著「田舎愛国の精神・遠州
紡績会社と竹山謙三」（『遠江』16号所収）を参照の
こと。
（24）熟練とは、長い経験にもとづいて習得された職人的技
だけではない。特に重要なことは全体的な生産の仕組
みを理解し、積極的に創意工夫できる能力である。
テーラー主義が、まさに解体していたものは、こうし
た能力に他ならない。
